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審 査 結 果 の 要 旨 
 
１.論文の評価 
炭化水素を生産する群体性の緑藻 Botryococcus braunii を，細胞毒性の低い化学薬品で処理するこ
とにより単細胞を遊離させる方法を確立した。また，遊離した単細胞について，細胞外に炭化水素層を
持たない事，細胞壁を持つ事を示した。遊離単細胞は遺伝子操作等の材料として期待される。また，単
細胞を遊離させる薬品や条件の検討から，単細胞遊離メカニズムについて，仮説を提唱した。また，酸
化チタンのような小さな比重を持つ金属酸化物が，遺伝子銃による遺伝子導入法において DNA 担体と
して有効であることを示した。これまで，遺伝子導入が困難であった生物種でも，このような担体を利
用することにより，形質転換が成立可能性を示唆した。 
 
２.審査の経過と結果 
（１）平成２６年７月 ９日 博士後期課程委員会で学位論文の受理を決定し、6 名がその審査委員と
 して指名された。 
（２）平成２６年８月２１日 公開論文審査発表会及び最終試験を実施した。 
（３）平成２６年９月 ３日 博士後期課程委員会で学位授与を可とし、教育研究審議会で承認された。 
